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御
前
崎
市
、掛
川
市
、菊
川
市
、

牧
之
原
市
で
つ
く
る
浜
岡
原
子
力

発
電
所
安
全
等
対
策
協
議
会（
会

長 

栁
澤
重
夫
御
前
崎
市
長
）
は
、

広
域
避
難
計
画
を
実
効
性
の
あ
る

も
の
に
す
る
た
め
、
11
月
28
日
、

内
閣
府
と
国
土
交
通
省
へ
要
請
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

こ
の
要
請
を
受
け
、
内
閣
府
の

武
部
新
大
臣
政
務
官
は「
避
難
計

画
は
県
や
市
と
連
携
し
な
け
れ
ば

進
ま
な
い
重
要
な
課
題
。
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
話
し

ま
し
た
。
ま
た
、
国
土
交
通
省
の

牧
野
京
夫
副
大
臣
は「
避
難
計
画

が
策
定
さ
れ
て
い
れ
ば
国
土
交
通

省
と
し
て
も
対
応
し
や
す
い
。
避

難
路
の
整
備
の
た
め
に
も
、
避
難

計
画
の
策
定
を
進
め
て
も
ら
い
た

い
」と
話
し
ま
し
た
。

４
市
で
は
、
原
子
力
事
故
と
地

震
・
津
波
災
害
と
の
複
合
災
害
を

想
定
し
た
原
子
力
災
害
広
域
避
難

計
画
を
そ
れ
ぞ
れ
で
策
定
し
て
い

ま
す
。

○
内
閣
府
へ
の
要
請
事
項

１
、
避
難
行
動
要
支
援
者
の
避
難

手
段
及
び
避
難
車
両
の
確
保

２
、
避
難
受
け
入
れ
を
予
定
す
る

自
治
体
へ
の
財
政
支
援

３
、
避
難
経
路
の
確
保
に
向
け
た

対
策
の
確
立

○
国
土
交
通
省
へ
の
要
請
事
項

１
、
避
難
道
路
の
整
備
に
対
す
る

財
政
支
援
の
推
進

２
、
国
道
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

３
、
避
難
経
路
の
確
保
に
向
け
た

対
策
の
確
立

大河ドラマ「おんな城主 直虎」に登場した新野
左馬助公を紹介する施設として、平成29年１月
15日に「新野左馬助公展示館」が開館した。新野
左馬助公顕彰会をはじめとする関係者の努力に
より、11月26日には来館者が１万人に達した。
展示館となった旧鈴木医院（故鈴木東洋氏旧
宅）は、昭和８年の建築で、木造２階建て、寄せ
棟造り一部陸

りく
屋根、延べ床面積351．50平方メー

トルの医院併用住宅である。東洋氏の父である
逸郎氏が、開院にあたり建てたもので、地元新
野の五島万七氏が棟梁を務めた。平成27年７月、
文化庁文化財部が調査に訪れ、昭和初期の医院
建築としての特色があり保存状態も比較的良好
であることから、国登録有形文化財になり得る
建物であるとの所見を得ている。
この「小さな」展示館は、「左馬助公の里」新野を
訪れる人を迎える施設として、この１年間重要
な役割を担ってきたのである。

新野左馬助公展示館について

新野左馬助親矩
特別編

　　　　　　「おんな城主 直虎」
応援プロジェクト
大河ドラマ

▲新野左馬助公展示館

原
子
力
災
害
広
域
避
難
計
画
を

よ
り
実
効
性
の
あ
る
計
画
へ

�

～
４
市
対
協
が
国
へ
要
請
～▲牧野京夫国土交通副大臣へ要請

入館者の地域別割合

御前崎市
23%

浜松市
20%

掛川市
15%

菊川市
13%

磐田市
7%

牧之原市  5%
静岡市  3%

袋井市  3%
藤枝市  2%

焼津市  2% 島田市　2%
その他　4%

※このグラフは、入館者の内御芳名帳に住所を記載したものを基に作成。
� （平成29年11月末現在）
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